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AI 支援に関する研究Ⅰ
― AIによるSWOT 分析の有用性評価 ―
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要約
マーケティングを学ぶ学部生にとって現状の大学カリキュラムは理論に加えて他者の事例を取り上げるパッシブな研究内容
が一般的であり，本学においてもマーケティングに最新のDX技術（AI，IoT，ドローン，ビックデータ等）を活用した実験を伴
うアクティブな研究は実施されていなかった。かかる中，当研究室は「やってみる経営学」をコアコンピタンスとしてSocitety5.0
を目指したマーケティング理論を実践習得する環境づくりを行っている。これまで当研究室では，産学官連携によるDX人材の
育成を目的とした研究としてAIを用いた大型イベント（金沢マラソン）の顧客好感度分析，同じくAIを用いた就活学生のニー
ズに基づく最適企業のマッチング分析，及びビックデータ分析（POSデータ）による地域創生商品・サービスの開発に取り組
んだ実績を有する。本研究では，更なるマーケティング学のDXの試みとして戦略策定に広く用いられている重要学説のフレー
ムワークによる分析資料作成を支援・代替する目的でAIを活用し，得られた資料を教材として活用することを目指す。初期の
研究対象としては，一般的に広く認知されており，本学のマーケティングを学ぶ学生にも最も人気がある重要フレームワークで
あるSWOT分析を選択した。本研究のSWOT分析の作成目的は当該企業の自社による事業環境分析情報の理解とし，有価
証券報告書を入力データとしてAIにてSWOT分析マトリックスを作成したところ作成手順の標準化，作成時間の短縮，並び
にマーケティング戦略作成のたたき台として活用できる可能性が明らかになった。
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I.	 はじめに
DX（Digital Transformation）の 概 念，「IT の 浸 透

が，人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」
（エリック・ストルターマン　2004）が提唱されて以来，そ
の利用は主にビジネス分野で活発である。DXの種類とし
ては，一般的に図 1に示すように①行動のDX，②知恵の
DX，③もののDXの3つあり，具体的な成功事例としては
Amazon がある。第一に”行動”のDXとしてECプラット
フォーム（PC 上の閲覧サイト，以下サイト）のを構築して顧
客はロングテールの商品も含めてどこからでも何でも好きな
商品が買える環境を整えて買い物にいくという従来の行動
をデジタル，つまりPC 操作に置き換えた。第二に”知恵”の
DXとしてはレコメンド機能がある。Amazonのサイトの個々
の商品のページには，「よく一緒に購入されている商品」や

「この商品を買った人はこんな商品も買っています」といっ

たタイトルの下，関連が高い商品が掲載される。これは，AI
を用いた機能で類似したユーザーの購入情報に基づいた
商品や，ユーザー自らの過去の購入情報，あるいはこの両
手法を合体させてハイブリッドでユーザーに適した推薦商
品を提供して顧客の利便性を大いに向上させた。加えて
第三の”もの”のDXとして本，映画等の”もの”をサイト上
で提供できるデジタルコンテンツに置き換えた。
図—1 3つのDX

日本においては2016 年の内閣府・第 5 期科学技術基本
計画によりSociety 5.0としてIoT（Internet of Things）
で全ての人とモノがつながり，人工知能（AI）により，必要
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な情報が必要な時に提供されるようになり，ロボットや自動走
行車などの技術で，少子高齢化，地方の過疎化，貧富の格
差などの課題が克服される社会の変革（イノベーション）を
日本政府が目指す DXが実現する社会として提唱され，そ
の普及に積極的に取り組んでいる。

当研究室では大学の教育，研究分野においてもDXが
必要になるとの認識に基づき，特に経営学における図 1の
示す②知恵のDXの有効活用の可能性の高さに着目して
本学にAI（IBM　Watson）が導入された2017 年から当
研究室のコアコンピタンスである「やってみる経営学」の実
践に向けたSocitety5.0を目指したマーケティング理論を習
得する環境づくりと教育活用と研究に積極的に取り組んで
いる。

地方創生：AIを用いた地域イベント改善に関する研究
（星屋　2018）では，金沢マラソンのアンケートの構造化
データと自然言語テキストをAIで分析することにより，参加
者が持つ意見から，どれだけの人々が何に対して不満を
持っているのかを視覚化し不満を持つ原因の特定が可能
になった。金沢マラソン2016と2017の評判分析からは，前
年度からコースの改善されておらず走者は同じ不満を持っ
ていることも分かった。テキストマイニングにより「更衣室，ト
イレ，雨，距離」といった項目群が特に不評であることが判
明した。「更衣室，トイレ，雨，距離」の中でも「更衣室」に
関しての不評率は100％と高く「更衣室」は満足度につな
がる要因を持っていると推測され，得られた結果を金沢マラ
ソンの主催者に報告することによってＡＩ分析の有用性を示
すことができた。地方創生・AIによる就活支援に関する研
究（林　2020）では，AIを用いてオリジナルの就活支援シ
ステムを開発してその評価を行なった。精度を検証したとこ
ろ，3つのうち2つの機能が2 度目の検証でその成果が顕
著に表れた。共同研究企業は，特に企業・業界適性診断
に関してチャットボットと自然言語分類機能を併用したことを
高く評価して研究成果の実装検討が開始されている。筆
者が担当する教育分野においてもDX 時代の人材育成に
向けた実践的マーケティング演習として日本全国のリアルタ
イムのPOSデータを用いて地方創生を目的とした新商品・
サービスの開発・販売に取り組んでおり，ビックデータ分析

と共にSTP，4P，SWOT 分析などのマーケティング理論を
ベースに事業計画を立案し，生産コストの内訳や，予想売上
と売上総利益を算出する。本演習の評価アンケート結果で
は90％以上の学生が，ビッグデータに関する理解が深まった
と回答した。（日経メディアマーケティング 2020）テキストマ
イニングを活用した修学支援の高度化（福田　2017），学
生の成長支援システムに関する研究（舘　2019），学生の
自己成長支援システム改善に関する研究（舘　2020）で
は，本学の10 年分の学生アンケートである達成度ポートフォ
リオのビックデータ約 42 万件を用いてＡＩにより教員，または
学生の修学支援に必要な情報を提供する自己成長支援シ
ステムを構築し，Chat Botとの組み合わせによりＡＩによる
アドバイスを受けることができるシステムとして本学にて実装
し，改善利用が進んでいることを示した。

当研究室はこれまでの研究成果に基づき更なる経営
学のDX 研究として本年度より，マーケティング学の重
要学説を初心者でも実務活用しやすいように工夫したフ
レームワーク（Research‐Needs/STP-4P-Promotion-
Implimentation-Control）に整理した図 2のマーケティン
グテクノロジー（松林 2020）の全体にAIを活用して自動
化するプロジェクトに着手している。

本研究では，マーケティングテクノロジーの全体にAIを
活用して自動化するプロジェクトにおける初期の研究対象と
して一般的に広く認知されており，本学のマーケティングを
学ぶ学生にも最も人気があるマーケティングの重要フレーム
ワークであるＳＷＯＴ分析（図 2‐R‐③）を選択した。AI
を活用したSWOT 分析に関する先行研究は筆者の調査
した限り実施されておらず，同じくビジネス目的のSWOT 作
成支援商品も作図やテンプレートを提供するに留まってお
り，AIでSWOT 分析マトリックスを自動形成する商品は確
認できなかった。SWOT 分析は，「強み（Strength），弱み

（Weakness），機 会（Opportunity），脅 威（Threat）」
の頭文字から命名されたマーケティング戦略の立案におけ
る事業環境分析ステップで使用されるフレームワークであり，
SWOT= 強み，弱み，機会，脅威の4つを組み合わせて分
析することで，分析対象の市場機会や事業課題が考察で
きる。SWOT 分析の起源は諸説があるが，米国のSRIで
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1960 年代にAlbert Humphreyらの研究グループが企業
の長期戦略の失敗の理由を分析するプロジェクトに取り組
んでいる中で企業活動などの良し悪しを明示する仕組みと
して「SOFT 分析」という方法が考案された。後にFがW
に変更され，現行の「SWOT 分析」という言葉が生まれた
と言われている。マーケティング戦略において内的状況と
外的環境を一致させることであるという学説は古くからある
が，SWOT 分析が戦略策定プロセスとして明確になってく
るのは「Business Policy: Text and Cases」（Kenneth 
Andrews　1965）からであり，ここに示された機会・脅威（リ
スクと表現されている。）・強み・弱みから企業を分析し，戦
略＝中長期計画を策定する方法は，米国で広く普及し，日本
でもビジネススクールを介して企業コンサルテーション分野に
て一般的に用いられるフレームワークとなった。SWOT 分
析の欠点としては，目的や作成者が異なると分析結果も千
差万別になり再現性がないこと，定量的に考察することがで
きないこと，定性的にも厳密性が担保されていないことなど
があげられる。例えば，「強み」「弱み」というのは恣意的な
解釈でしかなく，どんな戦略をとるのかによって異なり，顧客
を誰とするか？競合は誰か？によって強み・弱みは変化する。
この様なSWOT 分析の欠点を回避してできるだけ標準化

した分析結果のアウトプットを目指して本研究ではＳＷＯＴ
分析の作成者をＡＩとし，その作成目的は有価証券報告書
に記述された分析対象となる上場企業による事業環境分
析情報の理解とした。ＡＩによるＳＷＯＴ分析の対象情報を
定型フォームで記述されている有価証券報告書に限定する
ことでアウトプットされる情報の比較による考察も可能となる。

ＡＩには主に①画像認識：画像を使って何が写っている
かを特定する技術，②音声認識：人間の話している声を認
識し，言葉を理解して，文字への変換や機器を操作する技
術，③自然言語処理：人間が自然に話している言葉，記述
する文章を理解して目的に合わせて関連付け，または分類
する技術の3つの技術がある。本研究では③の自然言語
処理技術を用いて有価証券報告書を文節に分けてＳＷＯ
Ｔ分析に強み，弱み，機会，脅威に最も関連性が高い文節
を抽出させることによってＳＷＯＴ分析マトリックスを自動形
成することを目指す。ＡＩによるＳＷＯＴ分析マトリックスの作
成手順の標準化に加えて，ＡＩにより形成されたＳＷＯＴ分
析結果の作成に要した時間の評価や更なるマーケティング
戦略の作成に向けたたたき台としての活用の可能性に関し
ても評価する。

図—2 マーケティングテクノロジー
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II.	 研究方法

1.	ＳＷＯＴ分析の情報ソース
AIによるSWOT 分析に用いる情報ソースは，金融庁の

投資家向け電子情報提供サイト（EDINET）に金融商品
取引法第 24 条第 1 項に基づき掲載されている分析対象企
業の最新の有価証券報告書（通期）とし，当該の有価証
券報告書の事業の状況の部分の自然言語をAI 処理でき
るようにcsvファイルに文節表記する前処理を行った。

2.	ＳＷＯＴ分析に適用するAIシステム
前処理によって得られたcsvファイルのSWOT 分析には

IBM Watsonを適用する。IBM Watson（以下 Watson
という。）は，顧客の研究，及びビジネスに活用するための
商業 AIで，様々な形式のデータを知恵に変え，研究，ビジ
ネスプロセスに組み込んで活用することで，当該プロセスの
効率化や高付加価値化を実現できる。Watsonの技術は，
本学のクラウドサービスでAPIとして提供されているので本
研究への適用が可能となっている。　Watsonの仕組み
は，主に3つから成り立っている。1つ目は，自然言語処理を
使用して文法やコンテキストを理解することができる「非構
造化データの分析」である。2つ目は，解釈可能な全ての
意味を評価し，質問の内容を判断する「複雑な質問の理
解」である。3つ目は，裏付けとなる証拠と検出した質の高
い情報をベースにした「答と解決法の提示」である。本研
究では，Watson　APIの中からテキストマイニングエンジ
ンであるWatson Explorer（以下 WEXという。）を適用
する。WEXは，高度な自然言語処理や機械学習に基づく
コグニティブ・コンピューティングの為に基本検索から自然
かつ累積的に進化したコンポーネントを導入しており，情報
や業務に関する洞察を配信する際の速度と正確度を向上
させることができる。WEXは，①コグニティブ探索 : すべて
の組織のデータを形式，格納場所，管理場所にかかわらず，
安全に接続したり，検索したり，探索したりできる機能（知っ
ているものの検索），②コグニティブ洞察 : 仮説に頼らない
検出を使用した高度なコンテンツ分析により，構造化されて

いないダーク・データからの洞察を得る機能（知らないも
のの発見），③コグニティブ・アドバイス: システムにより，ディ
スカバリー・プロセスの次のステップでアドバイスを提供す
る機能の3つの機能が使用でき，本研究ではＷＥＸの辞書
機能をＳＷＯＴ分析向けに最適化して①と②の機能により
SWOT 分析マトリックスを形成する。ＷＥＸの他のユーズ
ケースとしては日本語の意味を正しく解釈して分析すること
ができるという点から，コールセンターでの活用がある。コー
ルセンターの場合はオペレーターが，問い合わせてきた顧客
の質問を聞きながら膨大な量のFAQから回答を探していく
のが一般的な流れだが，オペレーターの経験値によって対
応のスピードに差が生まれてしまう。このスピードを早くする
ことができれば顧客満足度は高められるが，入社したばか
りのオペレーターなどは経験を積むための期間が必要にな
るため，初めから顧客満足度の向上に貢献することはでき
ない。こういった，オペレーターの経験値によってサービスの
品質が変化してしまうという課題に対してＷＥＸは，自然言
語処理能力を発揮することができるため，顧客からの問い
合わせ内容を正しく解釈し，瞬時に最適な回答を検索する
ことができ，オペレーターは質問を聞きながら回答を探すた
めの操作を行う必要がなくなり，顧客の問い合わせに対して
親切な対応ができる。

3.	ＷＥＸのＳＷＯＴ分析用辞書
本研究ではＷＥＸにＳＷＯＴ分析マトリックスをアウトプット

させる為のテキストマイニング用の参照情報としてオリジナ
ルの辞書を作成してコグニティブ探索・洞察を実施した。
オリジナル辞書は強み，弱みの関連ワードを当該企業の内
部のマーケティングミックスに関連付けて4Ｐ（McCarthy 
1996），機会，脅威の関連ワードは対象企業の外部環境に
関連付けてP. Kotler が提唱した市場調査を行う際のフ
レームワークであるPEST 分析（Kotler 2008）とＰＥＳＴＬ
Ｅ分析（Nandonde 2019）を参照の上，表 1の通り作成し
た。

以上の条件により，WEXにて類義語を含むコグニティブ
探索・洞察を実行して強み，弱み，機会，脅威の4つの項目
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に関して最も相関性の高い文節を選出してＳＷＯＴ分析マ
トリックスを形成した。研究方法全体をまとめたスキームを
図 3に示す。現状は，システム構築中の試行錯誤の段階で
ある為にすべての作業の自動化は完了していないが，本ス
キームでWEXが形成するSWOT 分析マトリックスの完成
度が実際の戦略策定資料として評価に値するようになるこ
とを想定して自動化するプログラム作成にも着手している。

III.	結果と考察
前述の研究方法により日本の大手携帯電話キャリアー 3

社（Ｎ社，K 社，Ｓ社）をＡＩにより分析した結果，得られたＳ
ＷＯＴ分析マトリックスを図 4，5，6（下線は筆者が記入した
もの。）に示す。

図 4の下線部より，Ｎ社の強みは異業種のパートナー企
業との連携，弱みは他社回線の使用料の支払い，機会はリ

モート型へとシフトする社会構造の変化，脅威は自然災害，
感染症の流行であるとの結果になった。

図 5の下線部より，K 社の強みはネットワークの信頼性
向上とサービス停止の防止対策，弱みは国内外の通信
ネットワークシステム及び通信機器等への依存，機会は
Society5.0の実現，脅威は他の事業者や他の技術との競
争であるとの結果になった。

図 6の下線部より，S 社の強みはグループ会社である
YAHOO，PAYPAY，LINEとの連携強化，弱みはエラー

（外部環境に関する記述である為，ＡＩが正しく機能しな
かった。），機械はテレワーク，オンラインショッピング，非接触
型の決済方法などの新しい生活様式への移行，脅威は6
つの重要課題（マテリアリティ）であるとの結果になった。Ｓ
社の分析においては，弱みはエラーとなり，脅威の解釈には，
更なる有価証券報告書の情報の参照が必要であった。

表—1 WEXのSWOT 分析用辞書の項目
強み・弱み
4P

機会・脅威
PESTLE

製品，品質，デザイン，特徴，ブランド，パッケージ，サイズ，サービス，保証，返品 政治
経済
社会
技術
法律
環境

価格，値引き，協賛金，支払期限，信用取引

販売奨励，広告・宣伝，営業力，PR，直接販売

チャネル，流通，品揃え，立地，在庫，輸送

図—3 本研究方法の全体スキーム
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図—4 ＷＥＸにより形成されたN 社のＳＷＯＴ分析マトリックス

図—5 ＷＥＸにより形成されたK 社のＳＷＯＴ分析マトリックス

図—6 ＷＥＸにより形成されたS 社のＳＷＯＴ分析マトリックス
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得られたＳＷＯＴ分析結果は，残念ながらアウトプットが筆
者の要求を満たすことができないエラーも確認され，解釈す
る為の情報が不足するなど未だ改良が必要なレベルで必
ずしも満足のいくものではなかったが，図 3に示した有価証
券報告書を入力データとしたＡＩによるＳＷＯＴ分析マトリック
スの作成には再現性があり，ＳＷＯＴ作成の作成者への結
果依存性を排除した作業手順の標準化が可能であること
を示すことができた。また作成時間に関しては，本学の学生
が同様の分析を行った場合には，1 社の分析に1 時間程度
の時間を有するが本研究のＡＩを用いた方法では5 ～ 10
分に短縮することができた。得られたＳＷＯＴ分析を教材と
して活用する可能性としては，例えば対象企業のマーケティ
ング戦略の理解（At a glanceの為の資料として。）や，同
業界における複数の対象企業の内部環境と外部環境の理
解を比較検討することによる競合分析等のマーケティング
戦略策定のたたき台等が想定される。

IV.	まとめ
本研究により，ＡＩを用いて有価証券報告書より，当該企

業による事業環境分析情報の理解を目的としたマーケティ
ング・フレームワークの一つであるＳＷＯＴ分析マトリックス
を形成することができた。構築したシステムのアウトプットの
再現性は高く，作業手順も標準化することができた。作成
時間に関しては本学の一般的な学生の作業時間の10 分
の1 程度に短縮できる可能性も明らかになった。残念なが
ら得られたＳＷＯＴ分析マトリックスは現状では未だ不完全
なものであり，今後とも辞書機能の充実，SWOT 分析の実
例の機械学習，アウトプット情報の拡充等により，マーケティ
ング学のDX 教材としても使用が可能になる程度まで品質
向上を図る予定である。
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